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O児童は民生委員定例会への定
期参加

O各町の班長会へ参加し、区
長・班長へ包括支援センターの

役割をアピール

O管内の居宅介護支援事業所
ネットワーク会議及び施設ネット

ワーク会議の定期開催

O困難事例に対し、関係機関に
て地域ケア会議を定期的に開催

↓
地域から包括への相談・包括か

ら地域への相談がしやすくなつ
た。

 

 



佐賀県鳥栖市 (鳥栖西地区)①市区町村名

②人口 (※ 1) 71, 297人 (平成 25年 4月末現在)
③ 高齢 化率 (※ 1)

(65歳以上、75歳以上そ

れぞれについて記載)

19.9%(65歳 以上)
9.8°/。 (75歳以上)

① 取組の概要 平成 22年度より、鳥栖市鳥栖西地区管内のネットワーク作りの為の取り組
みを行っている。

⑤取組の特徴 児童・民生委員定例会に参加するとともに各町の班長会にも参加し、地域包

括支援センターの役割をアピール

居宅介護支援事業所ネットワーク会議及び施設ネットワーク会議の定期開催

困難事例に対し関係機関にて地域ケア会議を定期的に開催

平成 22年度⑥開始年度

⑦取組のこれまで

の経緯

地域とのネットワーク作りのため、自治会等地域にある各組織との連携を深

めるための取組を進めた。

③主な利用者と人

数

鳥栖市西地区の高齢者及びその家族、自治会等関係機関

③取組の実施主体

及び関連する回

体・組織

鳥栖西地区の区長 (自治会長)、 児童 H民生委員、居宅介護支援事業所、特養、

有料老人木―ム、グループホーム及び鳥栖市、鳥栖西地区地域包括支援センタ

ーで構成

⑩市区町村の関与

(支援等)(※ 2)
鳥栖市西地区内の自治会等関係機関への呼びかけ等

な し⑪回。都道府県の関

与 (支援等)(※ 3)

⑫取組の課題

①今後の取組予定

地域の関係機関から地域包括支援センターヘ、地域包括支援センターから地

域の関係機関への相談しやすい関係が構築された。

⑭その他

①担当部署及び連

絡先

鳥栖市役所 社会福祉課
TEL0942-85-3554

佐賀県

地域包括ケアシステム構築に向けた取組事例 (様式)

※ 1 -部地域に限定した実施の場合は、当該地域の人口。高齢化率を (  )内に記載してください。
※2 市町村から財政的支援が行われている場合には予算額等を含めて記載ください。
※尋 国や都道府県から財政的支援を受けている場合は、補助金や交付金等の名称、額等を含めて記載
ください。

  

 



地域ケア

要介護者
点をおき

地域ケア会議

【得られた効果】
★在宅での生活の維持

★多職種によるネットワークの構築

【会議構成員】
高齢福祉課 E生活保護係

包括職員

鳥栖市鳥栖地区地域包括支援センター (委託 )

  

 



地域ケア会議を行う事で新たな関係機関との
ネットワーク構築

鳥栖市田代基里地区地域包括支援センター (委託 )

包括支援センター

議参加機関

認知症のため日常生活に

支障をきたしている独居高
齢者

1情報の共有
2連携体制の構築
3支援体制の確認

高齢者福祉係

区長

民生委員

社会福祉協議会

【新しい関係機関】)

地域ケア
会議

  

 



多職種参力口の 地域包括支援ネツトワーク会議

①町全体ネットワーク会議(年3回実施)

警察・消防・銀行等、地域の幅広い団体が集まり、町全体の連携強化のための事例紹介と
グループ討議を行う。

②地域ケア会議(各校区で3ヶ月毎に1回実施)

事例を持ち寄り、今後の対応等検討しスキルアップを行う。

③専門職(介護支援専門員)ネットワーク会議(年可1回実施)

介護支援専門員で事例検討を通じて専門職としての資質向上を図る。

④個別ケース会議

在宅生活継続における諸問題に対し、必要に応じて専門職や地域の各種団体等(個人も含
む)関係者を集めて、支援体制を構築する。

①、②、③を継続して実施することにより、④の個別ケース会議のスムーズな実施
に繋がつている。

  

 



伊万里市コミュニティケア会議
地域ケ

▲
議 )H25(
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H2頃 ら高齢者サービス ―ムの

実務者レベル会議として発足し、現在

年6回、事例検討、ミニ講座等を開催。

・ 登録者約100名 (H261
◆年2回 (飲ミュニケーション)

H25よ H25よ

り

 

 


